
事業全体の概念図

大会組織委員会
◎教育プログラム

「ようい、ドン」

オリンピック・パラリンピック教育の目的
■東京2020オリンピック・パラリンピック大会を経験できることを希少な機会と捉え、世界的なイベントを通じて、「スポー

ツ文化都市浜松」の実現を目指す。子どもたちに対し、スポーツの価値への理解を深め、親世代にも発信してもらう。ま

た、共生社会ホストタウンとしてブラジルパラリンピック選手との交流等により、異文化への理解、共生社会の実現を加
速する。さらには、国際的な視野を持って世界の平和に向けて貢献できる人材を育成していく。

◆事業全体の概要

浜松市内小・中学校

【市内小・中学校16校】

委託

連携

連携

浜松市および浜松市教育委
員会

オリパラ教育浜松市
内大学連携協議会
(主管校:常葉大学)

×

再委託

スポーツ庁

地域拠点の体制 ;   教育推進企画運営委員会(年3回) 開催

市および大学の関係者が、学校や地域の特性を踏まえた効果的な教
育の実践を支援する。

全国セミナー・ワークショップ参加 ;   地域拠点担当者および運営会
議メンバーが参加し、情報収集を図る。

市内フォーラム・ワークショップ開催 ;   全国中核拠点と連携し、教員

等を対象にしたセミナーの開催。推進校の実践、成果を共有する報告
会や地域の方が参加できるワークショップ実施。

オリパラ教育推進校の指定 ; 市内協力大学によるプログラムの提案
に基づき、推進校を募集。推進校での教育実践を推進。

事業
内容

実践
例

オリパラ教育推進校での教育実践
・教材研究(オリンピックの歴史、世界のスポーツを知る)

・東京オリンピック・パラリンピックコーナー設置(図書・展示)

・オリパラアスリートの講話

・オリパラ種目体験

・ブラジル選手との交流

・ブラジルの歴史・文化・言語について考える など
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